
広域連合と大田区の役割分担と各システム関連図

東京都後期高齢者医療広域連合

都内の全区市町村が加入し、制度の運営

主体（保険者）として、

●保険料の賦課

●医療を受けた時の給付

●保険証の発行

などを行います。

大田区

被保険者と東京都広域連合との橋渡し

的な役割として、

●保険料の徴収

●申請や届け出の受付

●保険証の引渡し

などの窓口業務を行います。
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【主に資格、給付に関する業務】

被保険者証、限度額認定証等の発行

届出に基づく資格喪失・取得・異動入力

給付申請に基づく口座情報等入力

給付関係申請書の出力

資格・給付情報の照会

【主に保険料徴収に関する業務】

保険料の徴収方法決定・納期別振り分け

収納情報管理

保険料情報の照会
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